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令和４年度事業報告書  

 

１  火災予防思想の普及啓発事業  

国民に対する防火思想の普及啓発及び高揚を図るため、次の事業を

実施した。  

(1) 防火ポスターの作成・配付  

秋の全国火災予防運動（ 11月 9日から同月 15日まで）及び春の全国

火災予防運動（ 3月 1日から同月 7日まで）を広く国民に周知するため

の防火ポスターを作成し、消防本部等に配付して防火思想の啓発活動

を支援した。  

〈標語〉    「お出かけは  マスク戸締り  火の用心」  

〈モデル〉    當真あみ（女優）  

〈作成枚数〉   秋・春各 154,000枚  

〈配付先〉    都道府県、消防本部、関係団体等  

(2) 林野火災防止用標識の作成・配付  

林野火災を防止するため、入山者に対する林野火災防止の啓発活動

に資する標識を作成し、希望する消防本部又は市町村に配付し、入山

口やハイキングコースの人目に付き易い場所への設置を要請して、林

野火災防止活動を支援した。  

〈作成数〉    3,500枚  

〈配布団体数〉  79団体（１団体あたり 30枚から 120枚）  

 

２  国民保護をはじめとする危機管理の普及啓発事業  

国民保護をはじめとした危機管理意識の普及啓発及び危機管理体制の

充実発展を図るため、次の事業を実施した。  

(1) 危機管理体制調査研究  

高齢者・障害者の防災施策についてインタビュー調査や質問紙調査

などを実施し、市町村が取り組む当該施策の現状や課題を精査した。こ

の成果を調査研究報告書にとりまとめ、全国の都道府県及び市町村を

はじめとする関係各所に配布した。  

〈作成部数〉   1,875部  

〈配布先〉    都道府県、市町村、研究施設  
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(2) 危機管理普及啓発用ハンドブックの作成・配布  

地域の防災訓練で活用できる訓練ツールや地域の防災力を向上させ

る地区防災計画などをわかりやすく紹介する冊子「危機管理ハンドブ

ック⑭みんなで高める地域防災力」を作成した。本冊子を地方自治体や

消防本部を通して各地域の一般住民に配布し、住民の危機管理意識の

高揚を図った。  

〈作成部数〉   210,000部  

〈配布先〉    都道府県、市町村、消防本部  

(3) 携帯用防災小冊子の作成・配布  

地震や大雨・台風などの自然災害に備えるため、日頃から家庭内で

確認し、準備しておくべき事項について解説した携帯用防災小冊子

「災害への日頃からの備え」を作成した。  

全国の配付先消防本部等から、一般住民に配布し、住民の防災意識

の高揚を図った。  

〈作成部数〉   240,000部  

〈配布先〉    都道府県、消防本部  

(4) 地方公共団体の危機管理に関する研究会の開催  

地方自治体の危機管理体制の充実・強化に寄与する目的で、防災・

危機管理の分野に精通した研究者や実務家などを講師として招き、地

方公共団体の職員などを対象に全国 4ヵ所で研究会を開催した。  

【第１回】名古屋市  令和 4年 5月 17日  ウインクあいち  

 ＜講師＞  

  名古屋大学        坪木  和久  

  跡見学園女子大学     鍵屋  一  

  兵庫県立大学大学院    今石  圭太  

  Twitter Japan株式会社  後藤  和枝  

【第２回】札幌市  令和 4年 5月 27日  北農健保会館  

 ＜講師＞  

  跡見学園女子大学     鍵屋  一  

  北海道大学大学院     高橋  浩晃  

  Twitter Japan株式会社  後藤  和枝  

【第３回】東京都豊島区  令和 4年 10月 6日  イケビズ  
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＜講師＞  

  跡見学園女子大学     鍵谷  一  

  兵庫県立大学大学院    今石  圭太  

  名古屋大学        坪木  和久  

  Twitter Japan株式会社  後藤  和枝  

【第４回】岡山市  令和 4年 11月 2日  岡山コンベンションセンター  

 ＜講師＞  

  名古屋大学     平山  修久  

  丹波篠山市     松本  ゆかり  

  香川大学      磯打  千雅子    

(5) 地方公共団体の危機管理に関する調査研究  

防災・危機管理に関する最新の知見を収録した論文集「危機管理レ

ビュー  Vol.14 要配慮者と防災」を作成、配付することで、防災・

危機管理に関する知識の共有化を図った。  

〈作成部数〉   666部  

〈配布先〉    研究施設、大学図書館  

 

３  住宅防火対策の推進事業  

住宅防火対策の推進を図るため、次の事業を実施した。  

(1) 住宅防火防災推進シンポジウムの開催  

「住宅用防火防災推進シンポジウム～地域ぐるみで考えよう！住宅

防火と防災対策～」を次の２カ所で開催した。  

  ア  北海道小樽市   

    令和 4 年 8 月 24 日  

    小樽市市民センター  

  イ  香川県高松市  

    令和 4 年 10 月 28 日  

    レクザムホール（香川県民ホール）  

(2) ケーブルテレビによる住宅防火広報事業  

消防本部で実施されるイベントの機会にＣＡＴＶ〈ケーブルテレビ〉

等向けの番組を作成し、放送する事業を次の 3 ヵ所で実施した。  

・愛知県稲沢市  



4 

 

令和 4 年 10 月 15 日  稲沢市消防本部 

放送日：稲沢ＣＡＴＶ  11 月 26 日、 27 日  

・埼玉県さいたま市  

令和 4 年 11 月 26 日  コクーンシティ  

放送日：Ｊ：ＣＯＭさいたま  12 月 24 日、 25 日  

・新潟県長岡市消防本部  

令和 4 年 12 月 17 日  長岡市立劇場  

放送日：ＮＣＴ  令和 5 年 1 月 28 日、 29 日  

(3) 住宅防火広報資料作成・配付事業  

小学校中学年生を対象として、住宅防火に興味を持たせ、併せて火

災 危険 の 予 知 及 び 回 避能 力 を 身 に つ け るこ と を 内 容 と し た広 報 用

DVD 資料「お友だちと考えよう住宅防火」を作成し、全国の消防本

部に配布し、防火普及の啓発に努めた。  

〈作成部数〉 1,000 枚  

(4) 住宅防火啓発用冊子作成・配布事業  

小学校中学年生自身が住宅防火対策の担い手として、自宅の防火

上の問題点をチェックできる住宅用防火チェックノート「今日はキ

ミたちが１日消防士」を日本消防検定協会からの委託により作成し、

全国の消防本部に配布した。  

〈作成部数〉 400,000 部  

(5) 住宅用防災機器等の展示会への出展に係る事業  

令和 4 年 10 月 5 日から 7 日まで、東京ビッグサイト東展示ホールで

開催された「第４９回国際福祉機器展Ｈ .Ｃ .Ｒ .２０２２」に関係団

体の協力を得て出展した。  

(6) 住宅防火情報の提供に係る事業  

住宅防火対策推進協議会のホームページに、年度の事業計画及びケ

ーブルテレビ事業の実施結果などの新着情報を随時掲載し、住宅防火

の普及啓発に努めた。  

 

４  刊行物の頒布事業  

「消防年報」、「火災年報」等の刊行物を発刊した。  
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５  理事会等の開催状況  

(1) 第 1回理事会（令和 4年 6月 9日）  

①  平成３年度事業報告について  

②  平成３年度決算報告について  

③  評議員会の開催について  

④  評議員並びに理事及び監事の報酬及び費用の支給基準等に関す

る規程の一部改正について  

(2) 第 1回評議員会（令和 4年 6月 30日）  

①  平成３年度決算報告について  

②  評議員並びに理事及び監事の報酬及び費用の支給基準等に関す

る規程の一部改正について  

(3) 第 2回理事会（決議の省略）  

議案「評議員の選任（平口愛一郎氏）のため評議員会（決議の省

略）の開催」  

(4) 第 2回評議員会（決議の省略）  

議案「評議員の選任（平口愛一郎氏）」  

(5) 第 3回理事会（令和 5年 3月 8日）  

①  平成５年度事業計画書について  

②  平成５年度収支予算書について  
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令和４年度事業報告  附属明細書  

 

 令和４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律施行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補

足する重要な事項」が存在しないので作成しない。  

 




